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第 1 章は序論であって，本研究の背景について概説するとともに 本研究に関連する従来の研究の概
要ならびに問題点を示し 著者が行った研究の目的と意義とを述べて 本論文がこの分野において占め
る地位を明らかにしたものである。



































法化および形状寸法の高精度化が容易でかつ良好な磁気特性を利用することができ. Mn ーZn ヘッドよ
り 100 bi t 以上の高記録密度化が図れるうえ. バッチ加工処理が可能で量産性に富み.かっ品質が安
定で歩留りが高いため製造コストは従来の数分のーで済むという利点も有すること等を明らかにしてい
る。
第 5 章は結論であって，本研究によって得られた成果を総括して述べたものである白
論文の審査結果の要旨
本論文は，高密度磁気記録電磁変換に関する一連の研究の成果をまとめたものであって，その主要な
成果を要約すると次のとおりである白
すなわち，従来の機械加工によるバルクヘッドの問題点を抽出し，詳細な理論的ならびに実験的検討
を加えて最適設計法を確立するとともに 種々の技術的考案を行い，世界最高の記録密度を有する 800
メガバイトおよび 3.2 ギガバイト磁気ディスク装置の電磁変換部を完成させている口ついで，機械加工
によるバルクヘッドの狭トラック化の加工限界を打破して一層の高記録密度化を図るため，新しくイオ
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ンエ・y チングによるヘッド加工法を考案・開発し，イオンエッチングヘ・ソドの諸特性を理論的に解明し
てその最適設計法を確立するとともに 製法についても最適形成条件の解明や加工の長時間安定法の考
案等を行って.きわめて高精度の狭トラック幅加工を実現している。また，種々の技術的創案を行って
オフトラック特性の改善や浮上特性の安定化を達成し，実際K本ヘッドを 800 メガノイイト磁気ディス
ク装置に塔載して試験を行い その実用性と有効性を確認している白
さらに，パノレクヘッドの加工歩留り限界および高周波特性等の各種特性の限界を克服するために，薄
膜技術のみで磁気ヘッドを形成する新しいヘッド形成法を考案・開発し その設計法ならびに製造法を
確立して，従来のバルクヘッドにくらべて数分のーの低価格ではるかに勝れた高記録密度特性を有する
全く新規な薄膜磁気ヘッドを実現している白
以上のように，本論文は電子計算機用記憶装置として最も重要な磁気ディスク装置の高密度化を.主
として電磁変換部に関する詳細な理論的ならびに実験的研究と数々の独創的な工学的考察・開発とによ
って達成し，その設計理論ならびに製造技術を確立して.既存の磁気ディスク装置の記録密度限界を大
幅に越える高記録密度磁気ディスク装置を実現したものであって 情報工学ならびに電子計算機工学の
発展に寄与すると乙ろが多い白よって 本論文は博士論文として価値あるものと認める白
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